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企業会計の仕組み
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水道料金収入の見通し（現行料金ベース）
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※2021（Ｒ3）～2023（Ｒ5）は決算、2024（Ｒ6）決算見込、2025（R7）は予算、2026（Ｒ8）以降は将来需要予測に基づく試算
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（単位：百万円）

人口減少等の影響により徐々に減少する見込みです。
2030（R12）年度は、2025（R7）年度比 約1.7％減（△85百万円）



水道事業 工事費の見通し
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※2021（Ｒ3）～2023（Ｒ5）は決算、2024（Ｒ6）決算見込、2025（R7）は予算、2026（R8）以降は事業計画に基づき試算
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水道管整備事業 1,653 2,126 1,695 1,652 2,274 2,472 2,472 2,472 2,472 2,492

水道施設整備事業 325 515 518 95 386 520 659 1,359 1,554 1,350

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

水道施設整備事業 水道管整備事業

後期期間（2026～2030）は、前期期間（2021～2025）に比べて 事業費が約1.6倍増加

（単位：百万円）

前期5年間
11,239百万円

後期5年間
17,822百万円

P24～P25



施設管理・整備に関する経費削減（約2.2億円）

・老朽化施設の統廃合による整備費や維持管理費の削減
・料金メニューの見直しによる電気代の削減 など

事務処理等に関する経費削減（約0.9億円）

・料金収納業務の湖西市や豊川市との共同発注による委託費の削減 など

料金/使用料収入以外の財源確保（約17.7億円）

・施設跡地、不用品の売却代金収入の獲得
◎国庫補助金の獲得 など
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経費削減・収入確保の取組

※（ ）は効果額。2021（R３）年度から2024（R６）年度の実績および2030（R12）年度までの見込み

これまで、様々な取り組みにより経費削減・収入確保を行ってまいりました。
今後においても、新たに国庫補助金を獲得するなど、経費削減・収入確保の取組を継続します。
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内部留保資金 2,804 1,947 1,101 1,296 515 △517 △1,084 △2,038 △3,119 △4,620
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2026（R８）年度に内部留保資金がマイナスになる見込みです。
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※2021（Ｒ3）～2023（Ｒ5）は決算、2024（Ｒ6）は決算見込、2025（R7）は予算（補正・繰越含む)、2026（Ｒ8）以降は見通し

内部留保資金の見通し（料金改定前）
（単位：百万円）

P30,P31



水道料金改定率の試算
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【資本的収支（４年間計）】【収益的収支（４年間計）】

日々の給水にかかる収支

建設
改良費
17,412

償還金 1,692

加入金など 2,924

企業債
7,097

不足分 1,338

内部留保資金
7,745

維持
管理費
17,385

減価償却費等
8,031

料金
収入
20,344

その他収入
3,601

支払利息 430不足分 1,781
内部留保資金 120

耐震化など投資にかかる収支

（単位：百万円）

・料金算定期間を４年間（2026（R8）年度～2029（R11）年度）に設定し、財政見通しから必要となる経費を算出。

・収益的収支の不足額（1,781百万円）と資本的収支の不足額（1,338百万円）の合計（3,119百万円）が、料金改定に

より増額が必要となる額になります。

平均改定率… 改定による料金増額必要額 3,119百万円 ÷ 従前の料金収入 20,344百万円 ≒ 約16％

改定による
料金増額必要額

（収入） （支出）

（収入） （支出）

加入金など…加入金（新規加入一時金）、工事負担金（水道管移設
補償）など企業債以外の収入

その他収入…下水業務収益（下水道事業会計からの負担金）や受取
利息など料金以外の収入

不足分合計
3,119
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料金改定の時期及び改定率

■（参考）一般的な家庭の１か月あたり影響額(税込)の目安

【改定時期及び改定率】

2026（R８）年度 改定率：約16％

（算定期間：2026（R8）年度～2029（R11）年度の４年間）

※一般家庭の例とされる口径13㎜及び20㎜、使用量１ヶ月20㎥で試算（改定率を単純乗算）

口 径 現 行 改定後 差

13㎜ 1,507円 1,748円 ＋241円

20㎜ 2,519円 2,922円 ＋403円

【算定期間について】

算定期間とは、料金算定の基礎となる原価（費用）を集計する期間のことです。
３年から５年程度に設定するのが適当とされていますが、算定期間が長期になるほど、経済動向や需要の推移など不確定要素
を多く含むこととなり、算定期間が短期になるほど、頻繁な改定が必要となります。
今回は適当な算定期間として４年に設定します。
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内部留保資金 2,804 1,947 1,101 1,296 515 312 570 438 176 △645
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2026（R８）年度に料金改定を行うことにより、算定期間４年間（2029（R11）年度まで）の内部留

保資金がマイナスになることを回避することができます。
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※2021（Ｒ3）～2023（Ｒ5）は決算、2024（Ｒ6）は決算見込、2025（R7）予算（補正・繰越含む)、2026（Ｒ8）以降は見通し
※現在の財政状況からの試算では算定期間経過後（2030（R12）年）に料金改定の検討が必要となります。

内部留保資金の見通し（料金改定後）
（単位：百万円）

P33,P34



参考資料
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（参考）水道料金の全国比較（1か月20㎥使用時）

※水道料金の2026（R8）改定額（表記：本市（R8））は、現行料金（総額）に改定率（1.16）を機械的に乗じて算出した参考
額。 11
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（自治体数） 度数分布 ：令和5年度決算状況調査（全国1396事業体）

各自治体料金 ：本市調査（令和8年4月1日時点）
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 前回の改定（消費税及び地方消費税の税率改正に伴う改定を除く）：昭和５９年４月１日

メーターの口径 月額基本料金

１３㎜ ５３０円

２０㎜ １,４５０円

２５㎜ ２,５００円

３０㎜ ３,９００円

４０㎜ ７,７００円

５０㎜ １３,３００円

７５㎜ ３６,０００円

１００㎜ ７３,４００円

１５０㎜ ２０３,０００円

２００㎜ ４２０,０００円

２５０㎜ ７４０,０００円

３００㎜ １,１８０,０００円

用途区分 水量料金

一般用

月１０㎥
以下

月１０㎥超
２０㎥以下

月２０㎥超
５０㎥以下

月５０㎥超
１００㎥以下

月１００㎥超

２８円/㎥ ５６円/㎥ ９２円/㎥ １６０円/㎥ ２４０円/㎥

臨時用 ２６０円/㎥

私設消火栓用 火災の場合以外 ２６０円/１栓１０分ごとに

※料金は、１か月につき下表により算出した額に１００分の１１０を乗じて得た額
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（参考）現行水道料金

改定年月日 平均改定率 改定年月日 内容

昭和48年4月1日 23.13％ 平成元年4月1日 消費税3％

昭和51年4月1日 69.69％ 平成9年4月1日 消費税5％

昭和56年4月1日 38.75％ 平成26年4月1日 消費税8％

昭和59年4月1日 16.56％ 令和元年10月1日 消費税10％

改定履歴

料金表



（参考）近隣自治体の改定の状況
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【県内政令市・中核市】

都市名 直近改定 改定率 算定期間 前回改定 改定間隔 備考

名古屋市 2025（R7）年10月 10％ 4年間 2010（H22）年9月 15.1年
上下同時改定

（下水道11.5％）

岡崎市 2025（R7）年10月 9.7％ 4年間 2005（H17）年4月 20.5年

豊田市 2024（R6）年4月 5.5％ 4年間 1998（H10）年4月 26年

一宮市 2024（R6）年10月 15％ 5年間 2007（H19）年4月 17.5年
上下同時改定

（下水道25％）

都市名 直近改定 改定率 算定期間 前回改定 改定間隔 備考

豊川市 1997（H9）年4月 10.3％ 3年間 不明 不明

蒲郡市 2025（R7）年4月 5.7％ 4年間 2001（H13）年5月 24年

新城市 2023（R5）年8月 15％ 3年間 2020（R2）年4月 3.3年 上下同時改定

田原市 2024（R6）年4月 18％ 5年間 1985（S60）年12月 38.4年

【東三河各市】


